
市治宇府都京行発

＝〒
｛
于傘

ＩＩ／０１

3
1

4
1

2 2
　

3m豊

年
制

昌平
り

ごここ驚
号0

4
1
0

第

に
　
話
Ｏ

ｍ

軽
　
電
Ｏ
　
後

作
？

）

い

ド
謡
宍

作
討
こ

題
　
゛
’
‘
”
　
　
除

四
一
　
．
一
¨
¨
※
　
　
ｍ

－

　
　
　
　
　
ｔ

宇治十帖スタンプラ

リー源氏

ロマ

ン’

93

　
今
年
で
三
回
目
を
迎
え
る
「
紫
式
部
文
学
賞
」
「
紫
式
部
市

民
文
化
賞
」
の
受
賞
式
ま
で
あ
と
一
月
余
り
。
’
市
で
は
、
そ
の

関
連
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
源
氏
ろ
ま
ん
Ｓ
」
の
一
環
と
し
て
、

今
年
も
「
宇
治
十
帖
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
コ

ー
ス
は
、
宇
治
十
帖
の
古
跡
を
中
心
に
、
宇
治
の
ま
ち
並
み
や

自
然
を
満
喫
で
き
る
も
の
で
す
。
住
み
慣
れ
た
こ
の
ま
ち
で
、

何
か
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
。
参
加
は
自
由
、
無
料
で
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
文
化
観
光
課
（
内
線
2
2
2
3
）
　
へ
。

こ
・
し
こ
　
、

バ
　
　
　

”
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作
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四
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緋
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犬
　
　

’
゛

　
　
Ｊ
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ｙ

ト
イ
ラ
ス
ト
が
か
わ
い
い
、
今
年
の
ス
タ
ン

　
プ
帳
。
Ｂ
６
判
、
８
ペ
ー
ジ

■
開
催
日

　
1

0
月

2 3
日
出
・

2 4
日
面
・

3 0
日
出
・
3
1
日
即
、
い
１
１
Ｊ
月

３
日
㈲
。
い
ず
れ
も
午
前

９
時
半
～
午
後
４
時

■
コ
ー
ス

ー
基
本
コ
ー
ス
（
宇
治
十

帖
コ
ー
ス
・
約
４
・
７
♂
）

　
ろ
ず
ま
や
　
し
い
ｔ
む
　
て
な
ら
い

I
m
/
屋
４
　
行
吽
ぷ

浮
？
蜻
Ｔ
総
角

か

・
｀
ぴ
　
や
ど
ｃ
＊

ｓ
-
>
ｔ
ｅ

ｉ
ｔ

苧
宿
脂
胆
‐
加
の

票
甲
観
光
セ
ン
摩

（
道
路
事
情
な
ど
に
よ
り
、

東
屋
の
ス
タ
ン
プ
は
椎
宝

に
、
宿
木
の
ス
タ
ン
プ
ぼ

塔
の
島
十
三
重
塔
石
塔
の

前
に
置
い
て
あ
り
ま
す
）

1
1
健
脚
マ
ー
ス
・
約
９
Ｊ

　
巨
ａ
ｌ
’
匯
に
｜
’
巳
に
召
Ｌ

景
気
対
策
事
業
や
新
た
に
生
じ
た
事
業
な
ど
に

一
般
会
計
3
億
9
6
7
万
円
を
補
正

北
條
収
入
役
・
岩
本
教
育
長
な
ど
に
も
同
意

　
九
月
宇
治
市
議
会
定
例
会

は
、
九
月
十
七
日
に
開
会
。

十
月
四
日
ま
で
の
十
八
日
間

の
会
期
で
行
わ
れ
、
一
般
必
一

計
補
正
予
算
、
条
例
改
正
な

ど
十
四
議
案
を
可
決
し
た
ほ

か
、
収
入
役
、
教
育
長
な
ど

の
任
期
満
了
に
伴
う
人
事
案

件
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
補
正
は
、
景

気
対
策
事
業
や
新
た
に
生
じ

た
事
業
、
国
庫
支
出
金
の
内

定
に
伴
う
事
業
費
と
し
て
、

合
わ
せ
て
三
億
九
百
六
十
七

万
五
千
円
を
計
上
。
補
正
後

の
予
算
総
額
は
四
百
三
十
四

億
四
千
五
百
二
十
二
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
天
ヶ
瀬
森
林
公
園
整
備
費

追
加
（
自
然
体
験
棟
、
ト
イ

レ
、
遊
具
の
設
置
）
１
一
千

二
百
万
円

▼
観
光
関
連
施
設
整
備
費
追

加
（
観
光
案
内
板
、
観
光
案

内
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
充
実
）

＝
七
百
万
円

▼
近
鉄
伊
勢
田
駅
一
号
踏
切

拡
幅
事
業
１
一
千
九
百
七
十

万
円

▼
道
路
維
持
修
繕
事
業
費
追

加
＝
五
千
万
円

▼
小

追
加
（
体
育
館
修
繕
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
防
球
ネ
″
ト
）
上

千
六
百
万
円

▼
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
費

追
加
上
二
千
三
百
七
十
万
円

　
ま
た
、
次
年
度
以
降
に
支

出
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
植

物
公
園
用
地
購
入
事
業
に
十

」
億
七
百
一
万
一
千
円
、
同

公
園
整
備
事
業
に
一
億
五
千

↓
朝
霧
橋
万
葉
歌
碑
↓
早
蕨
↓

橋
寺
↓
鳳
凰
の
松
（
宇
治
市
役

所
Ｔ
訟
神
社
（
万
談
碑
）

↓
橋
姫
↓
夢
の
浮
橋
↓
平
等
院

↓
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八
百
七
十
二
万
円
の
債
務
負

担
行
為
を
設
定
し
ま
し
た
。
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ま
た
、
同
議
会
で
は
、
任

期
満
了
の
収
入
役
に
北
條
吉

郎
（
ほ
う
じ
ょ
う
よ
し
お
）
さ

ん
、
監
査
委
員
に
杉
本
孝
子

（
す
が
ら
と
た
か
こ
）
さ
ん
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
心
一

委
員
に
平
井
英
夫
（
ひ
ら
い

ひ
で
お
）
さ
ん
を
選
任
、
教

八″／

り

役入収郎告條北

■
ス
タ
ン
プ
帳
と
地
図
の
配
布

　
市
役
所
や
公
民
館
な
ど
の
公

共
施
設
に
は
、
開
催
期
間
終
了

ま
で
常
時
置
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
開
催
日
に
は
京
阪
宇
治
駅
・

Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
・
近
鉄
大
久
保
駅

で
配
布
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
無

料
で
す
。

■
賞
品

　
ど
ち
ら
か
の
コ
ー
ス
の
す
べ

て
を
押
し
た
ス
タ
ン
プ
帳
を
開

催
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
、
観

４
ス
タ
ン
プ
帳
・
地
図
は
開
催

　
日
に
主
要
駅
前
で
も
配
布

育
委
員
に
岩
本
昭
造
（
い
わ

も
と
し
ょ
う
ぞ
う
）
さ
ん
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。
な
お
、
岩
本
教
育
委

員
は
十
二
日
に
教
育
長
に
再

任
さ
れ
ま
す
。

北
條
収
入
役
の
経
歴
　
六
十

三
歳
。
昭
和
二
十
九
年
三
月

立
命
館
大
学
法
学
部
卒
業
、

二
十
五
年
七
月
京
都
市
に
勤

務
、
市
民
相
談
室
ぶ
報
課
長
、

長育教造昭本岩

光
セ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ
さ
、

い
。
も
れ
な
く
参
加
賞
を
お
渡

し
し
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
場
で
ス
タ
ン
プ

帳
の
中
の
応
募
券
を
回
収
。
受

賞
式
の
あ
再
‥
一
月
1
4
日
面
の
午

後
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
コ
ー
ス

別
の
抽
選
を
行
い
、
当
選
者
に

は
特
別
賞
を
お
渡
し
し
ま
す
。

1
0
月
3
1
日
(
日
)
は

歴
史
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
な
お
、
1
0
月
3
1
日
面
は
京
都

府
、
㈲
京
都
府
観
光
連
盟
と
の

共
催
で
、
歴
史
街
道
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

　
▼
内
容
・
・
・
ど
ち
ら
か
の
コ
ー

ス
を
踏
破
し
、
1
0
月
3
1
日
倒
に

観
光
セ
ン
タ
ー
に
ス
タ
ン
プ
帳

を
お
持
ち
い
た
だ
く
と
、
「
紫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

式
部
」
の
衣
装
（
十
二
単
）
を

着
た
モ
デ
ル
と
記
念
撮
影
し
、

そ
の
場
で
無
料
で
写
真
が
も
ら

え
ま
す
（
先
着
６
０
叉
）
▼

撮
影
場
所
・
：
塔
の
島
▼
撮
影
時

間
…
午
前
１
１
一
時
～
正
午
と
午
後

１
時
～
３
時
。

主
催
宇
治
市
・
宇
治
温

．
育
委
員
会
・
紫
式
部
文
学
賞

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

経
済
局
消
費
経
済
課
長
、
伏

見
区
深
草
支
所
主
税
長
を
歴

任
、
六
十
年
九
月
京
都
市
を

退
職
、
同
年
十
月
か
ら
宇
治

市
収
入
役
。
三
期
目
。
木
幡

南
山
に
在
住
。

岩
本
教
育
長
の
経
歴
　
六
十

五
歳
。
昭
和
二
十
二
年
三
月

府
立
農
林
専
門
学
校
卒
業
。

二
十
二
年
四
月
京
都
府
に
勤

務
、
府
立
医
科
大
学
付
属
病

院
医
事
課
長
、
府
山
城
教
育

局
長
、
府
労
働
経
済
研
究
所

長
を
歴
任
、
五
十
六
年
十
月

京
都
府
を
退
職
、
同
月
か
ら

宇
治
市
教
育
長
。
四
期
目
。

伊
勢
田
町
蔭
田
に
在
住
。
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売発でドイがイレプらかＳ５門1

0
は券り売前
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10月23日～11月3日の

土・日曜、祝日に開催

浮
舟
↓
蜻
蛉
↓
総
角
↓
大
吉
山
一

万
葉
歌
碑
↓
興
聖
寺
↓
恵
心
院

■
参
加
方
法

　
ス
タ
ン
プ
帳
と
地
図
を
持
つ

瓦
コ
ー
ス
を
回
り
、
午
前
９
時

牛
～
午
後
４
時
の
間
に
ス
タ
ン

７
を
押
し
て
下
さ
い
。
１
日
で

回
っ
て
も
、
最
終
日
ま
で
に
何

ぱ
掛
け
て
回
っ
て
も
構
い
ま
せ

ん
。

　
＊
浮
舟
の
古
跡
の
あ
る
三
室

戸
寺
と
、
平
等
院
へ
は
、
ス
タ

ン
プ
が
３
個
以
上
押
し
て
あ
れ

は
無
料
で
入
場
で
き
ま
す
。
（
平

等
院
は
正
門
〈
北
側
〉
だ
け
で

交
け
付
け
ま
す
。
鳳
凰
堂
に
入

る
に
は
、
別
途
料
金
が
い
り
ま

ｙ
）
。



　
日
差
し
の
強
い
日
も
、
木
陰
に
入
る
と
涼
や
か
な
風
が
吹
き
抜

け
ま
す
。
落
ち
込
ん
だ
時
に
も
、
美
し
く
咲
き
誇
る
花
を
見
る
と

心
が
和
み
ま
す
。
そ
こ
に
あ
る
だ
け
で
、
味
気
無
い
空
間
が
イ
キ

イ
キ
し
て
く
る
Ｉ
緑
は
そ
ん
な
不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
市
公
園
公
社
で
は
、
公
共
の
施
設
だ
け
で
な
く
、
皆
さ
ん
の
家
庭
・

地
域
に
木
や
花
を
植
え
て
い
た
だ
い
て
、
や
が
て
、
ま
ち
全
体
を

緑
で
包
む
こ
と
が
で
き
た
な
ら
…
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
「
生
け

垣
設
置
奨
励
事
業
」
「
記
念
植
樹
事
業
」
「
プ
ラ
ン
タ
ー
貸
出
事
序

の
三
つ
の
緑
化
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
利
用
者

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
う
ち
で
も
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
人
は
、

気
軽
に
公
園
公
社
事
務
局
（
a
3
3
・
4
0
0
1
）
　
へ
お
問
い
合
わ

せ
を
。

生け垣を作る費用

を助成します

　
生
け
垣
を
新
設
す
る
か
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
生
け
垣

に
変
え
る
と
き
に
、
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。
助
成
金
の

額
は
、
生
け
垣
の
設
置
に
か

か
る
経
費
の
二
分
の
一
以
内
。

上
限
は
次
の
通
り
で
す
。

　
▼
生
け
垣
を
新
設
す
る
場

合
は
、
Ｉ
メ
ー
ト
ル
当
た
り

５
０
０
０
円
以
内
で
、
総
額

５
万
円
以
内
。

　
▼
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
生

け
垣
に
変
え
る
場
合
は
、
１

メ
ー
ト
ル
当
た
り
６
０
０
０

円
以
内
で
、
総
額
６
万
円
以

内　
申
請
前
に
工
事
に
着
手
す

る
と
、
助
成
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。
必
ず
事
前
に
申
請

を
。
ま
た
、
生
け
垣
の
場
所

や
長
さ
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
を
。

「
よ
か
っ
た
の
は
市
と
の
一
体
感

を
持
て
た
こ
と
で
す
ね
」

る
の
か
な
あ
と
思
っ
て
聞
い

て
み
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら

可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た

の
で
、
家
の
周
り
を
サ
ザ
ン

カ
の
生
け
垣
に
し
ま
し
た
。

記念植樹用の木

をお渡しします

　
花
の
咲
く
時
期
が
楽
し
み

な
の
は
も
ち
ろ
ん
、
年
中
葉

が
青
く
て
気
持
ち
が
い
い
で

す
し
、
つ
ぽ
み
が
つ
い
て
、

花
の
後
に
は
実
が
な
っ
て
、

　
個
人
や
、
町
内
会
・
自
治

会
な
ど
の
地
域
の
団
体
に
、

記
念
植
樹
用
の
樹
木
を
配
布

し
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は

次
の
場
合
で
す
。

　
▼
個
人
…
結
婚
・
結
婚
記

念
日
／
出
産
／
入
園
・
入
学

／
長
寿
の
お
祝
い
／
自
宅
の

新
築
・
増
改
築
・
購
入

　
▼
団
体
・
：
活
動
の
節
目
な

ど
の
記
念

　
個
人
心
場
合
は
一
本
、
団

体
に
は
一
つ
の
場
所
に
五
万

円
を
限
度
に
、
樹
木
を
配
布
。

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
住
ん
で

い
る
人
に
も
、
ベ
ラ
ン
ダ
な

ど
で
鉢
植
え
で
育
て
ら
れ
る

樹
木
を
お
渡
し
し
ま
す
。

「
い
つ
か
い
ろ
ん
な
思
い
出
か

話
し
て
あ
げ
た
い
ん
で
す
」

生
次
れ
た
時
、
こ
う
い
う
事
　
　
一
緒
に
成
長
し
て
き
た
ん
だ

業
が
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
イ
　
　
と
こ
の
子
が
感
じ
て
く
れ
た

ロ
ハ
モ
ミ
ジ
か
植
え
ま
し
た
。
時
、
き
っ
と
、
自
分
の
木
が

公園公社の

緑化事業

来
年
ま
た
花
が
咲
い
て
と
季

節
感
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
と
違
っ
て
風
の
通

り
や
日
当
た
り
も
い
い
で
す

し
。

　
そ
れ
か
ら
、
妻
と
も
話
し

て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
宇
治

に
住
ん
で
い
て
、
宇
治
市
の

制
度
を
利
用
し
て
、
こ
の
生

け
垣
を
作
っ
た
。
そ
の
こ
と

で
、
宇
治
の
市
民
だ
と
い
う

実
感
と
い
フ
か
、
市
と
の
一

体
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
が
一
番
本
印
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
。
ま
あ
、
そ
の

代
わ
り
、
枯
ら
さ
な
い
ぶ
つ
、

ち
ゃ
ん
と
世
話
を
し
な
け
れ

ば
と
い
シ
義
務
も
負
っ
て
い

る
わ
け
で
す
け
ど
ね
（
笑
）
。

花のプランター

をお貸しします

あ
る
こ
と
を
、
と
て
ね
す
て

き
に
思
う
で
し
ょ
シ
Ｃ
。
う

れ
し
い
時
、
悲
し
い
時
、
ふ
と

庭
の
こ
の
木
に
話
し
掛
け
た

　
町
内
会
・
自
治
会
、
商
店

街
な
ど
の
地
域
団
体
で
、
道

路
に
面
し
た
庭
先
な
ど
に
飾

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

プ
ラ
ン
タ
ー
に
用
土
と
花
の

苗
を
付
け
て
貸
し
出
し
ま
す
。

　
貸
し
出
し
は
、
一
団
体
当

り
、
だ
れ
に
も
言
え
な
い
秘

密
を
話
し
た
り
す
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
家
族
も
き

っ
と
「
優
菜
は
こ
の
木
に
こ

た
り
五
十
個
が
限
度
。

　
借
り
受
け
た
団
体
に
は
、

年
に
三
回
程
度
、
苗
を
植
え

替
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

の
と
き
に
は
、
植
え
替
え
に

必
要
な
経
賢
の
半
額
を
負
担

し
ま
す
。

「
お
花
が
好
き
な
人
同
士
、

　
付
き
合
い
が
広
が
り
ま
し
た
」

　
最
初
は
「
市
政
だ
よ
り
」

で
こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
の

を
知
っ
て
、
ま
ず
子
ど
も
会

に
声
か
掛
け
て
、
プ
ラ
ン
タ

ー
を
五
十
個
、
借
り
た
ん
で

す
。
そ
し
た
ら
そ
れ
が
近
所

で
も
好
評
で
「
こ
の
プ
ラ
ン

タ
ー
ど
う
し
た
の
？
」
「
う

ち
で
も
借
り
た
い
わ
」
と
い

う
人
が
出
て
き
て
。
そ
の
後
、

自
治
会
や
喜
老
会
で
も
借
り

て
、
〈
罹
全
部
で
百
五
十
個
、

借
り
て
ま
す
。
植
え
替
え
の

ん
な
こ
と
し
て
た
ん
だ
よ
」

と
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
を
話

し
て
あ
げ
ひ
れ
る
で
し
ょ
う

し
・
…

　
緑
に
ふ
れ
て
優
し
い
心
を

は
ぐ
く
ん
で
ほ
し
い
し
、
自

然
い
っ
ぱ
い
の
中
で
伸
び
や

か
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
も
込
め
て
、
優
菜
の

木
を
植
え
ま
し
た
。

。
こ
の
五
月
に
長
男
の
暁
樹

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
か
ら

申
請
し
て
も
問
に
合
う
そ
う

で
す
の
で
、
我
が
家
で
も
ま

た
、
植
樹
祭
を
し
な
い
と
い

け
な
い
な
あ
っ
て
言
っ
て
る

ん
で
す
（
笑
）
。

時
に
は
、
近
所
の
人
も
「
今

度
は
ど
ん
な
花
が
来
る
の
」

つ
て
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て

ま
す
。
　
　
　
ノ

　
思
い
掛
け
な
か
っ
た
こ
と

な
ん
で
す
け
ど
、
こ
の
プ
ラ

ン
タ
ー
を
庭
に
置
く
ぶ
つ
に

な
っ
て
か
ら
、
今
ま
で
話
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
人
と
も

　
「
う
ち
に
も
置
い
て
あ
る
ん

で
す
よ
」
と
か
、
「
あ
そ
こ

の
花
も
き
れ
い
ね
」
と
か
い

う
感
じ
で
話
す
よ
う
に
な
っ

て
、
お
付
き
合
い
が
す
ご
く

広
が
っ
た
ん
で
す
ね
。
お
花

が
好
き
な
人
同
士
、
苗
や
種

の
交
換
を
し
た
り
。

　
今
で
は
、
私
は
近
所
で
も

　
「
花
好
き
の
奥
さ
ん
」
で
通

っ
て
ま
す
（
笑
）
。
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ご
家
庭
に
緑
を

お
届
け
し
ま
す
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美
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さ
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（
宇
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壱
番
）

遠
山
秀
夫
さ
ん
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寺
山
台
二
丁
目
)

プランター貸出事業

宮
崎
幸
子
さ
ん
（
天
神
台
三
丁
目
）
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検
診
を
受
け
る
の
は
簡
単
な
こ
と
。
し
か
し
、
受

け
る
か
受
け
な
い
か
が
人
生
の
分
か
れ
目
に
も
な

り
か
ね
な
い
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す

　
（
写
真
は
、
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
乳
が
ん
検

診
）

※
子
宮
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検

　
診
は
随
時
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
右
の
実
施
要
項
を
。

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
２
表

り
兄
　
　
で
　
ヽ
の
や
め

な
発
　
か
は
下
象
か

に
に
　
ず
み
左
対
確

う
期
　
　
わ
込
の
　
ヽ
く

よ
早
　
と
し
面
て
よ

る
　
・
　
あ
申
の
っ
で

治
ん
　
゜
り
　
゜
こ
よ
　
Ｉ

ば
せ
す
残
い
　
ヽ
に
項

れ
ま
で
で
さ
め
類
要

す
り
の
ま
だ
含
種
施

見
あ
な
員
く
も
の
実

発
が
欠
定
で
査
診
の

に
状
可
　
・
ん
診
検
診

期
症
不
す
込
康
　
ヽ
検

早
覚
が
ま
し
健
お
ん

ヽ
自
と
い
申
４
な
が

も
は
こ
て
に
］
″
一
　
・
種

ん
で
る
っ
め
人
す
各

が
階
け
行
早
　
ま
ｒ

た
・
段
受
を
　
｀
成
き
の

れ
の
を
診
は
哺
で
下

わ
期
診
検
人
し
て
　
・

言
初
検
ん
い
て
し
す

と
は
に
が
な
っ
括
ま

Ｉ
ん
的
種
い
行
一
り

病
が
期
各
て
に
　
｀
な

の
　
｀
定
　
｀
け
め
で
異

治
し
　
｀
在
受
た
　
Ｊ
が

不
か
は
現
だ
の
書
ど
　
゜

ｒ
し
に
　
｀
ま
防
込
な
い

は
　
゜
め
は
　
｀
予
申
場
さ

前
た
た
で
で
病
診
会
だ

以
し
る
市
の
周
検
診
く

　
ま
す
　
す
歯
ｒ
受
て
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心
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万一
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≪
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・
ｉ
一
‐
‐
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-
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万

言

(
各
種
が
ん
検
診

の
日
程
）

一
人
一
枚
、
記
入
し
、
切
り
取
っ
て
、
は
が
き
に
は
る
か
封
書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
〈
こ
の
申
込
書
は
、
市
内
各
公
民
館
と
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
〉

【
あ
て
先
】
宇
治
市
役
所
健
康
医
療
課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
）

診
　
　
人
　
　
　
　
　
血
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
　
　
　
　
　
で
診
療
で
だ
容
ま
申
ま

Ｊ
　
Ｊ
　
監
混
　
Ｅ
仙

人
　
　

鷲
良
三
三
回

″
　
　
匹
　
　
Ｌ
笞
　
3
0
　
い
昌
　
　
昭
こ
こ
に
ご
こ
こ
回
ぎ

大
　
　
4
0
　
　
　
　
●
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
に
こ
心
匹
以
　
　
　
ｎ
に
会
課
申
さ
器
す
し
せ

丁
ヨ
三
二
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上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
人
該
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9
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す
込
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票
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T
i
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送
し
す
診
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ｎ
ａ
ｎ
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怒
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四
以
劈
　
　
４
ゴ
ゴ
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Ｅ
　
二
ご
二
半
　
安
子

ま
　
乙
一
一
　
⊇

＼
　
対
象
　
　
検
査
内
容
　
　
　
検
診
料
　
　
日
程
・
会
場
　
　
受
診
方
法

　
大
人
が
永
久
歯
を
失
う
原
因
の

半
数
が
、
歯
槽
膿
漏
（
し
そ
う
の

う
ろ
う
）
を
含
む
歯
周
病
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、

こ
の
歯
周
病
を
早
期
に
発
見
す
る

た
め
の
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
受
診
を
。

●
対
象
…
満
2
0
歳
以
上
の
人

●
と
き
…
毎
週
木
曜
、
午
後
１
時

　
半
～
３
時
半

●
と
こ
ろ
…
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

●
内
容
・
：
歯
と
歯
周
組
織
の
診
察
、

　
歯
の
磨
き
方
指
導

●
費
用
…
無
料

●
申
し
込
み
…
健
康
医
療
課
へ
電

　
話
か
、
左
の
「
検
診
申
込
書
」

　
を
郵
送
で
。
予
約
制
で
す

成
人
歯
科

健
康
診
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に
つ
い
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Ｉ
Ｉ
ａ
ａ
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

Ｉ
自
自
―
―
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
1
1
1
1
1
1
1
1

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

・

1

1

1

1

1

1

1

一

一

Ｉ

Ｓ

Ｉ

Ｉ

自

Ｉ

Ｉ

定員まで残りわずか申し込みはお早めに

．
：
ｉ
‘
―
．
．
．
．
ｊ
｀
　
　
　
ｇ
ｌ
χ
１
５
。
．
．
ｉ
．
‐
ｉ
ｌ
Ｉ
ベ
　
4
1
1
1
1
.
1
ツ
．
ｌ
ｌ
き
．
｀
‐
．
‘
ｙ
’
‥
．
’
．
ｔ
ふ
″
ｉ
？
～
ン
．
蔵

一

八
こ

作
］
．

土

偏
灘

…
…

ｔ

７
ぎ
　

三
ｉ

＞
…
…
…
　

一
づ

゛
゛

…
…
…

に
い
ｙ ｍ

、

一
一

‘

」
Ｊ
Ｅ

１

　

１
１
２

９

一

心

…
…

…
「
．

」
」

・
七

三

ｒ
；

」
」
・
」

」

４

／
」
～

゛

」
」
・
・

．・
｛
｝
」
’
一

・
’
ｙ
’

｛
一

・
・｀

｛
｝
｛
．
’

ヽ
・

’
｝
、
一

゛
“
・
｀
’

゛
｀
＾
・

・

″
｝・

『

匹

、

、
‘
．
．
　
ヤ

？

し
　
…
…
’
…
…
…
’
゛

゛
゛

　
　
ｊ
ぺ
　
　

ｙ

　
　
レ
ド

じ
　
…
…

…

づ
に
臼

一
・
一
Ｓ
一
一
一
一
●
●
●
一
一
一
一
畢
φ
Ｓ
一
一
一
一
●
一
一
一
一
Ｓ
一
一
一
一
一
一
一
一

一
ｅ
ｓ
ｓ
一
ｅ
●
ｓ
Ｉ
ｓ
一
ｓ
一
一
ｓ
ｅ
嚇
一
一
Ｉ
ｓ
一
一
●
一
一
一
一
ｓ
ｅ
一
一
一
一
一
一

11
1

－
・¶
・

」｝　
縛
ｉ

ぶ

1
1
1
1
1
1
Φ
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ｔ
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
a
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
自
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
1
1
1
1
1
1
－
－
１
１
ａ
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ｔ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
自
－
Ｉ
－
・
暑
一
一
回
1
1
1
1
1
1
1
1
1

(各種がん検診の実施要項)

検診申込書）
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公民館

・中央公民館(昔20-1411)

　　〈ビデオソフトの貸し出し〉中

央公民館では以前から16ミリ映写

機・フィルムなどの貸し出しを行

ってきました。昨年からは、さら

に個人でも気軽にビデオソフト

　(ｖＨｓ)が借りられるようにな

　りました。[〉ジャンル‥劇映画、

　アニメ,

NHK編集作品、消費生

　活、人権問題、高齢者問題、青少

　年問題、育児・健康生活、平和問

　題など。目録もあります。

　スポーツ

　■トレーニング機器実技講習会

　[〉23日出、午後i時～と午後３

時半～

p回｡黄槃体育館E〉対象…

15歳以上(中学生は不可)C〉各先丿酋

30人c〉1000円[〉持ち物…印鑑圃

17日(日)､午前９時から直接来館(S

33－4001)てこ3r×2.5ドの顔写

真１枚をお持ちください。

お知らせ　　　∧

■戦没者追悼式

　戦丿受者の霊を慰め、恒久平和を

祈念して宇治市戦貸者追悼式(無

宗教)を行います。参列を希望す

る人で遺族会に加入されていない

人は、はがきで申し込みを。[〉11

月17日困、午前10時半～11時半。

文化センター小ホールE〉対象…戦

没者の妻・父母・兄弟姉妹及び三

親等内の祭司者のうちひとり。

[厠はがきに｢追悼式参列申し込み｣、
　
十
月
三
日
剛
～
五
日
脚
、
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
邨
京
都
が
開
か

れ
ま
し
た
。
宇
治
会
場
の
太
陽

が
丘
で
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
選
手
に
よ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

交
流
大
会
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

広
場
、
健
康
づ
く
り
教
室
、
ふ
れ

あ
い
広
場
な
ど
を
開
催
。

　
参
加
者
は
温
か
い
ふ
れ
あ
い

の
輪
を
結
び
ま
し
た
。

‰
一
に
一
肛
三

⊇
乱
大

八
万
‰

月
る
自
一
言
務

訂
入
江

各
。
い
心
四

氏
号
す
ず
で

Ｅ
こ
一
言
臨

住
電
が
他
日
へ

一で
よ

催　し

■国際ソロプチミスト宇治

　チャリティーバザー

　C〉27日團、午前10時～午後３時

半。産業会館レ入場料‥1000円。

圃柴田さん(S31－8883)。

■第12回市立幼稚園大会

　園児と保護者が集い、運動やリ

ズム表現に取り組みます。[〉21日

剛午前９時半～正午、太陽が丘陸

カメラで
おじやま

たしで闘健る残こ11 6トスベ　
９
フラク治宇の発爆打豪▲

▲始開
誓

ル
宣

一
手

ボ
選

卜
の

フ
で

ソ
式

▲

たしまいわぎにで

上競技場（雨天中止）

育課（内線2612）。

教室

り
で

　
川
４

よ
」
１
４
　

■城南勤労者福祉会館の講座

　圃いずれも同館(a46－〇780)。

　　〈やさしい英会話教室〉[〉11月

５日からの金耀日､15回､午後i時

から３時。[〉先着25人[〉9600円。

　〈気功|法教室〉

10月31日からの日

曜日、６回。午前10時から正午[〉

先着40人じ〉2000円。

福祉十I-

■デイ・サービス

　[画いずれも10月l8日(月)までに、

社会福祉協議会022－5550、フ

ァクス22－5554)へ

　　〈俳画教室〉墨の濃淡で描きま

す。レ21日㈹、11月18日出、12月

16日出の３回、午後１時半～３時

半。総合福祉会館E〉対象…市内在

住で体に障害のある人、先着20人

Ｄ持ち物…墨、すずり、細筆E〉指

導…山崎|亘野さん｡くフラワーアレ

ンジメント教室〉t〉22日金午前10

時～正午｡T総合福祉会館c〉対象…

市内在住の視覚に障害のある人、

先着15人[〉持ち物…はさみ、豆腐

の容器E〉材料費…900円程度c〉指

導…野口華子さん。
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’
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実
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ダ
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ミ
幼
　
育
育
供
本
理
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供
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子
　
子
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絵
　
料
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健
・
子
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日
2
1
　
2
9
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H
　
1
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2
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1
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｀
　
　

月
ｙ
團
ｙ
團
ビ
倒
ソ
…
四
係

｀
　
　
　
１
１
　
１
　
１
　
１
　
１
　
１
　
１
　
１
１

　
「
行
政
相
談
制
度
」
と
は
、

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見

・
要
望
な
ど
を
、
国
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員

が
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
や

実
現
を
図
る
も
の
。
こ
の
制

度
に
つ
い
て
、
も
っ
と
広
く

知
っ
て
い
た
だ
き
利
用
し
て

も
ら
ラ
た
め
、
国
で
は
十
月

十
七
日
㈲
か
ら
の
一
週
間
。

　
「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
国
、
府
、
市
や
Ｊ

Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
公
団
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
相
談
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
1
0
月

2
1
日
用
＝
市
役
所
会
議
室
、

2
2
日
㈲
西
友
宇
治
店
。
い
ず

れ
も
午
後
１
時
～
４
時
。

　
な
お
、
こ
の
日
に
限
ら
ヂ

毎
月
第
三
木
曜
日
に
市
役
所

で
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
右
下
表
の
行
政
相
談

委
員
の
自
宅
で
も
、
随
時
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
気

軽
に
ご
利
用
を
。

　
詳
し
く
は
広
報
課
市
民
相

談
係
（
内
線
2
0
8
0
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
週
間

咄称瞰員談相政行

1
7
日
(
日
)
か
ら
の
一
週
間
は

2
3
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4
7

山
2
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9
3
　
一
0
3

北
0
1
　
2
3
4
7
　
5
6
2
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町
一
　
内
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町
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田
2
0
東
2
1
子
4
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勢
豊
治
登
拍
昔

伊
　
　
宇
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一
　
　
子
　
　
子

繁
　
　
江
　
　
俊

　
　
　
佐

井
　
　
田
　
　
田

増
　
　
瀬
　
　
菱

　
こ
の
講
座
は
、
映
画
・
演

劇
・
寄
席
な
ど
に
携
わ
る
人

々
の
生
き
方
を
見
つ
め
、
日

宇治公民館市民スタツフによる

文化芸能講座PARTⅡ

人間ばんざい・日本の伝統芸能を生きる人々

　
　
Ｏ
／
３
「
町
か
ど
の
芸
能
」
公
演
京
都
・
演
れ
塾
長

１
１
　
２
鑑
賞
　
江
戸
時
代
へ
田
学
舎
の
演
劇
祭

　
　
　
　
Ｊ
　
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
／
　
に
参
加

　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
山
麗
什
琳
軒

２
１
／
６
　
尺
八
立
発
木
を
知
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大
師
範

　
　
　
　
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
青
山
さ
ん

　
　
1
1
／
2
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古
典
落
語
と
芸
談
よ
も
落
語
家

３
　
　
出
　
や
ま
話
　
　
　
　
　
桂
　
米
二
さ
ん

4
1
2
／
４
　
「
六
斉
念
仏
踊
り
」
の
Ｊ
Ｈ
匹
皿
パ
節
う

Ｊ
　
　
出
す
べ
て
　
　
　
　
　
塩
見
和
男
さ
ん

゜
リ
1
1
片
肘
付
こ
　
宇
治
公
民
館

　
　
　
　
…
ロ
　
蜘
側
か
座
長
大
会
」
　
市
民
講
座
ス
タ
ッ
フ

　
｀
す

時
で

３
半

後
時

午
３ゝ

・
ゝ

半
半

時
時

９
１

前
後

午
午

は
は

目
日

．
回
の

Ｉ
か

第
は

本
の
伝
統
芸
能
を
見
つ
め
直

そ
シ
と
、
昨
年
度
実
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。
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館

▼
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・
：
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0
月
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2
日
㈹
か
ら
同

館
へ
電
話
（
2
1
・
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で
。

　
受
講
料
は
無
料
。
な
お
、

第
一
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の
公
演
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で
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・
・
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催
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・
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宇
治
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宇
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市
教
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委
員

会
。

　
宇
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民
館
で
は
、
幼
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家
庭
教
育
学
級
を
開
き
ま
す
。

　
こ
の
学
級
は
、
就
学
前
ま

で
の
幼
児
を
持
つ
親
が
対
象

で
、
子
供
の
成
長
を
見
つ
め
、
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子
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も
の

で
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講
師
と
一
緒
に
考
え
、
全

員
で
意
見
交
換
し
ま
す
。

　
子
育
て
奮
闘
中
の
人
は
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
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・
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講
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料
。
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し
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実
習
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（
５
０
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・
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５
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し
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・
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一
…
一
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1
2
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㈹
か
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宇
治
公
民
館
へ
来
館
ま

た
は
、
電
話
（
登
2
1
・
2
8

0
4
）
で
。
保
育
希
望
の
人

は
、
併
せ
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
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子育てを学ぶ

■計量器定期検査

　業務用はかりの定期検査を行い

　ます。取引や証明などに利用する

はかりは、必ずこの検査を受けて

　ください｡なお､検査には手数料と

印鑑が叱倭です。[〉18日(月凍宇治

中学校、19日(火)宇治ショ　ップセン

ター,20日出・21日㈹小倉小学校、

22日面宇治市農協本店、25日(月)大

久保小学校、26日(火)27日出・28

日俐産業会館。いずれも午前10時

～午後3時圃京都府計量検定所

(Q075－441－8335)か商工課(内

線2217)。
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